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言語・文化センターだより
言語・文化センターでは2015年度に以下の企画を実施した。
ご担当の酒井健先生にそのご報告をいただいた。
『マテリアとしての記憶」 心の奥底から生成するイメージと思想』
2015年12月20日日曜日
法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー26階スカイホールにて開催
主 催 法政大学言語・文化センター
協 賛 法政大学文学部哲学科
発表者 （発表順）＝酒井健，大池惣太郎，鈴木和彦，岡本和子，小林レント
ご挨拶
2015年は戦後70年にあたり，戦争の記憶に関する言葉がよく語られた。
だがそれらの発言はおしなべて一定の道徳律に導かれていて形骸化している
ように思われた。記憶はもっと自由な言葉やイメージを生み出すのではないか。
それが今回のシンポジウムの根本の動機である。我々が日々接するこの物質的
な世界は，我々の感覚を刺激し，欲望を駆り立て，表現意欲を自由に鼓舞して
いるように思われる。記憶の自同を論じてもらおうと思った。
もとより人間の記憶は，古代エジプト以来，いや旧石器時代の洞窟壁画以来，
さまざまな表現を生んできた。語り出せば尽きることのないテーマなのである。
今回のシンポジウムでは，近代社会の存在をはっきり意識しながら，そこに
うまく適合できないまま自身と社会の過去を紙面に浮上させた書き手に絞った。
近代の余白で記憶の表現に苦しんでいた詩人と思想家を抽出して，若い論者に
自由に語ってもらった。
ジョルジュ・バタイユについては，大池惣太郎氏にお願いし，小説『眼球語』
を中心に終生消えることのなかった彼の盲目の父親への記憶について新たな議
論を展開してもらった。テクスト創作が父の他性を想起させたと説くのである。
何を見て，どのように認識するかという目の機能と知による我々の日常世界の
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根源には，人間の役に立つ立たない以前の物の世界があり，眼球を極度の即物
性に置くこの小説は，物の世界の根源（「そこにあるもの」）の異様さを際立た
せ，それが異形の父の他性を作者バタイユに甦らせたというのである。
ボードレールは，この種の脱近代的なテーマの開祖であり欠かせぬ詩人であ
る。パリで研究中の鈴木和彦氏に心に深く響く発表をしていただいた。ここで
は母親への詩人の幼少時の記憶が出発点である。近代の芸術創作が「売春」で
あることにボードレールは自覚的だったが，私的追想を「売る」ボードレール
の創作は当の母親でさえ読みとれぬほど密やかであった。しかしそれでいて個
人に閉じることはなく，例えば『人工楽園』においてはまったく別の先人とも
重なり合おうとしていた。追憶を巡って個と他との聞で意識的にアンピヴァレ
ントな姿勢を貫くボードレールの美学を，鈴木氏は，先だつ使用者の文字を消
しても消しきれない羊皮紙の在りように重ね合わせて巧みに論じている。
ベンヤミンもまた記憶を自らの主題に据えて近代社会を根源から捉え直した
重要な書き手である。知的な概念操作に堕しがちな現代思想の解釈者たちにあっ
て，ナポリ，パリ，ベルリンなど西欧諸都市に馳せるベンヤミンの追憶を具体
的かつ精微に語ってくださった岡本和子氏の発表はきわめて新鮮であり貴重な
報告となった。住居という視点が効果的で，住まいの内部と外部をつなぐ多孔
的な南欧の住居と外部に閉鎖的な北欧の住居の比較，多様な存在の仕方をする
スペインの島の椅子などへの考察が，存在と概念の非限定性にこだわる現代思
想の精髄を生き生きと捉え直させてくれる。そして報告の最後に触れられてい
る過去への断念と希望はこの思想家の根源のモチーフを切実に感じとらせてく
れる。
最後に登壇していただいたのは詩人の小林レント氏である。日本の近代詩を
題材にして語ってもらった。詩の初心者にも入りやすいように中原中也の「冬
の長門峡Jから開始された氏の発表は，記憶とマテリアを真正面から見据えて，
いつしかこの問題の深い層へ聴衆を導いていった。バタイユとの異同も傾聴に
値したが，何よりも原民喜の被爆体験，石原吉郎のシベリヤ抑留体験を会場に
静かに響かせる氏の語りは，極限的な状況からなおも立ち上がる人間の誠意を
感得させてくれた。現代詩だけでなくイメージの創作に賭ける者が常に心に問
いかけるべき問題だと思う。意識的な倫理を突き破る情念の誠実さと言おうか。
2015年の年末12月20日に法政大学市ヶ谷キャンパスで行われたシンポジ
ウムである。来場者の方から後日，次のようなコメントを頂いたのがうれしかっ
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た。「今日のような時代，皆さん，もっとも大切なことを，決して手放しでは
ならないことを，おっしゃっていたように，嬉越ながら，感受しております。」
2016年10月 酒井健
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マテリアとしての記憶
公開シンポジウム
言語・文化センター主催
文学部哲学科協賛
単なる過去の想起ではなく、原初的で抗いがたい力、感覚、欲望などを
ともなってイメージ形成・思想形成を強く促す記憶の働きについて考察
をすすめる。ボードレール、ベンヤミン、バタイユ、日本の近代詩人な
どの先鋭な言葉を手掛かりにしながら、歴史、文学、イメージ論、近代
批判論などの領野を横断していく。「精神」という視点ではおさまりき
らない記憶論、すなわち物質的に肉迫してくるリアリティーを対象にし
た記憶論をあらたに切り拓きたい。
≪ところ≫ 法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー26階スカイホール
≪とき≫ 2015年12月20日（日）13:00～ （12:30開場）
≪参加費≫ 無料
≪プログラム≫
13:00-13:15 ご挨拶と問題提起 「ヒロシマの動物的記憶」 酒井健
13:15-14:00 バタイユ 「目と記憶」 大池惣太郎
14:00-14:45 ボードレール 「記憶の羊皮紙は破れない」 鈴木和彦
15:00-15:45 ベンヤミン 「北方の都市ベルリン」 岡本和子
15:45-16:30 日本近代詩人 「体験を潜りぬける言葉たち」 小林レント
16:40-17:30 総括 4人の発表者と司会者
※総括において予め会場に配布しておいた質問用紙にも適宜対応する
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